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【手続補正書】
【提出日】平成24年10月29日(2012.10.29)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　エアーフィルターに付着した塵埃を除去する除塵装置と、前記除塵装置を収納する除塵
装置収納室と、前記除塵装置収納室に隣接して前記除塵装置により除塵された塵埃を保管
する塵埃収納室とを備え、前記塵埃収納室に保管された塵埃が前記除塵装置収納室に戻る
のを防止する戻り防止体を設けたことを特徴とするエアーフィルター清掃機構。
【請求項２】
　塵埃収納室を形成する壁の一部に戻り防止体を一体に形成した請求項１に記載のエアー
フィルター清掃機構。
【請求項３】
　戻り防止体を、弾性を有する部材で形成した請求項１又は２に記載のエアーフィルター
清掃機構。
【請求項４】
　塵埃収納室を、第１の塵埃収納室と第２の塵埃収納室に分割して設けると共に、戻り防
止体を揺動させて、前記第１の塵埃収納室内の塵埃を、前記第２の塵埃収納室に移動させ
るようにした請求項１～３のいずれか１項に記載のエアーフィルター清掃機構。
【請求項５】
　請求項１～４のいずれか１項に記載のエアーフィルター清掃機構を着脱自在に備えたプ
ロジェクター装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　上記従来の課題を解決するために、本発明のエアーフィルター清掃機構は、エアーフィ
ルターに付着した塵埃を除去する除塵装置と、前記除塵装置を収納する除塵装置収納室と
、前記除塵装置収納室に隣接して前記除塵装置により除塵された塵埃を保管する塵埃収納
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室とを備え、前記塵埃収納室に保管された塵埃が前記除塵装置収納室に戻るのを防止する
戻り防止体を設けたことを特徴とするもので、戻り防止体により、塵埃収納室に収納され
た塵埃が、前記除塵装置収納室を介して外部に漏れることが無いので、エアーフィルター
清掃機構が搭載された電子機器の置き方が変更されても、塵埃が除塵装置収納室を経て外
部に出て周囲を汚したりすることが無い。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１５】
　第１の発明は、エアーフィルターに付着した塵埃を除去する除塵装置と、前記除塵装置
を収納する除塵装置収納室と、前記除塵装置収納室に隣接して前記除塵装置により除塵さ
れた塵埃を保管する塵埃収納室とを備え、前記塵埃収納室に保管された塵埃が前記除塵装
置収納室に戻るのを防止する戻り防止体を設けたことを特徴とするもので、戻り防止体に
より、塵埃収納室に収納された塵埃が、前記除塵装置収納室を介して外部に漏れることが
無いので、エアーフィルター清掃機構が搭載された電子機器の置き方が変更されても、塵
埃が除塵装置収納室を経て外部に出て周囲を汚したりすることが無い。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１７】
　第３の発明は、特に、第１又は第２の発明の戻り防止体を、弾性を有する部材で形成し
たもので、戻り防止体によって除塵装置に加わる負荷が軽くなり、除塵装置を駆動する駆
動源を小型化することができる。また、万が一大きな塵埃が除塵装置で掻き取られても、
戻り防止体が容易に撓むので、塵埃の塵埃収納室への移動が確実に行われる。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１８】
　第４の発明は、特に、第１～３のいずれか一つの発明の塵埃収納室を、第１の塵埃収納
室と第２の塵埃収納室に分割して設けると共に、戻り防止体を揺動させて、前記第１の塵
埃収納室内の塵埃を、前記第２の塵埃収納室に移動させるようにしたもので、塵埃収納室
が少なくとも２つに分割されているので、塵埃の外部への漏れをより確実に防止すること
ができると共に、第１の塵埃収納室の塵埃を第２の塵埃収納室に移動させるための専用の
部品が不要なので、組み立て工数や製造コストの上昇をおさえることができる。
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